
令和７年度九州工業大学大学院工学府  

建築学コース・国土デザインコース 

第２回 入学試験「一般型」 専門科目試験 

 

 

受験番号        氏名                    

建築一般構造 1/２ 
 

「建築一般構造」は問１～問３までの全３問です。試験問題は２ページあり、２ページには参考資料があります。
それぞれの設問の問題文をよく読み、指示に従って解答してください。他の科目と同じ解答用紙には解答しない
でください。解答用紙には解答した問番号がわかるように、解答用紙に記入してください。採点時に問番号がわ
からない解答は０点となります。 
 
 

問１ 
問（１）～（７）を解答用紙に答えなさい．解答に単位が必要な場合には適切な単位を書くこと．  

（１） 角型鋼管☐-300×300×5 を用いる鋼構造梁の鋼材基準強度が F = 235N/mm2のとき，この梁の許容曲げ応力
度を答えなさい． 

（２） 鋼構造設計規準では柱材の細長比の上限に関する規制がある．その規制の上限値について答えなさない． 
（３） 基準強度が Ft = 25 N/mm2である木材の長期許容引張応力度を答えなさい． 

（４） 長方形平面を持つ２階建て木造住宅の１階の「地震力に対する必要壁率」について，下記のＡ，Ｂ，Ｃの
うち正しいものを一つ選択して答えなさい． 

Ａ：長辺の値は短辺より大きい． Ｂ：短辺の値は長辺より大きい． Ｃ: 長辺と短辺の値は同じ． 

（５） 建築物の地上部分に作用する地震力の計算について，必要保有水平耐力を計算する場合における標準せ
ん断力係数を答えなさい． 

（６） 限界耐力計算における安全限界固有周期の計算方法について，下記のＡ，Ｂ，Ｃのうち正しいものを一つ
選択して答えなさい． 

Ａ：建築物の地上部分の保有水平耐力時の変形により計算できる． 
Ｂ：静的弾性構造解析の固有値解析手法を用いて算出する． 
C：動的弾性構造解析手法を用いて算出する． 
 

（７） 許容応力度等計算を用いて建築構造計算を行う場合，層間変形角，剛性率，偏心率についての規制の概略
を答えなさい． 

 
問２ 
右図に示す架構は水平荷重Hと２Hの作用により

崩壊メカニズムが形成された．但し，全塑性モーメ
ントは Mp＝100 kN・m，地震地域係数は Z＝1.0，構
造体の地上総重量は740 kN，振動特性係数はRt = 1.0，
１階の構造特性係数は Ds = 0.33，形状係数は Fes = 1.2

である．下記の設問に答えなさい．解答には計算過
程を明確に記述し，必要な単位を書くこと． 

（１）１階の保有水平耐力 Quを求めよ． 

（２）１階の必要保有水平耐力 Qunを求めよ． 

（３）保有水平耐力計算において１階の安全性を判
定せよ． 
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問３ 
 右図に示す鉄筋コンクリート単筋梁の引張鉄筋は SD345，
4-D22 であり，コンクリート強度は Fc =24N/mm2である．圧
縮側のコンクリートと引張鉄筋が同時に長期許容応力度に達
しているとし，以下の問いに答えよ．解答には計算過程を明確
に記述し，必要な単位を書くこと． 
(1) 鉄筋の引張合力 Tとコンクリートの圧縮合力Cを求めよ． 
(2) 中立軸距離 xnを求めよ． 
(3) 曲げモーメント M の理論値を計算せよ． 
 

【参 考 資 料】 

 
 
 

 

 

異形鉄筋本数と断面積表 

本数と断面積表[cm2] 


